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The Wood Market in Noshiro and Tfansportation
MATSUMURa TeTesgI
ABSTRACT
This thesis clarifies the development of wood industries in
Noshiro. Wood was carried to the Noshiro port through the river
anciently. Noshiro was a distributing point of wood.
The railway opened in 1901. Wood was carried by using the
ship from the port before. Choices of the mode of transportation have
increased. The railway was used in winter when the climate of the
ocean was severe. Lumber merchants came to be able to transport
wood to the Tokyo and others all the time.
Lumbered board was transported to Tokyo. Therefore, the
lumbering industry became active in Noshiro. As for the sales system,
dealings in which the wholesale store is not mediated have increased.
A lot of woods were transported to Osaka and the city in West
Japan by ship. These cities increased the wood export to China in the
age of Russo-Japanese War. The wood of Noshiro supported the China



































































































66 国 際 学 論 集
表3 製材・素材の輸出額










































































































































































剛電お台35(1902)4F1      3,016
36         1      5,797
37   1  10,976




























































































70 国 際 学 論 集
表9 能代駅木材類輸出高地方別年表 (トン)
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72 国 際 学 論 集
表13 能代駅木材類輸出高季節別年表 (単位はトン)

































































































































表15 土崎 。秋田市場から各輸出先への船賃 (単位は百石 。円)


































































































74 国 際 学 論 集
表16 能代市場木材相場 (単位は寸甫 (2半木)以外は1尺〆 。厘)





















































































































19) 『木本オ7尊ツ己』 pp 161-162
能代の木材業と木材輸送―鉄道開通の意義について一 (松村)
上昇下にあっても、木材価格は下落している。これは、鉄道開通等により、
輸送手段が改善され費用が節約できたこと、また素材の入荷が増えたこと
によって、価格が下落したことが原因と推定される。こうしたことも、能
代の木材業者の競争力を高めた要因であろう。
結論
以上のように、明治30年代の能代の木材業にとって、明治34年の奥羽線
の能代駅開業はきわめて重要であった。海洋の気候が厳しい冬季にも、鉄
道を用いて、東京他へ、木材を輸送できるようになった。背景には、日露
戦争期における軍需用材等木材需要の増大というめぐまれた環境があった。
能代の木材産業は発展した。
東京へは、製材された板を中心に輸送した。このため、能代では製材工
業が盛んになった。木材業者は、従来の手挽の業者は、機械を用いた工場
によって圧倒されていった。販売方法は、間屋を仲介しない取引が増えた。
他方で、主として船舶を用いて、大阪や西日本の都市にも、多くの本材
が輸送された。これらの都市は、日露戦争の時代に、中国への木材輸出を
増加させた拠点となっていた20。能代の木材は、直接的に、すなわちこれ
らの都市を経由して中国へ輸出された。また間接的に、すなわち、これら
の都市で能代の木材が消費されることで、能代産以外の木材の用途を代替
することによって、中国輸出を支えたと考えられる。明治30年代には、木
材は、国内でも、外国へも、活発に輸送され、各地の需要に対応した。
こうした木材業の活動は、民間業者によっておこなわれており、能代の
業者も、経済計算をおこなって、輸送手段を選択した。鉄道をはじめとす
る輸送にかかわるインフラストラクチュアは、木材業に大きな利益を与え
たといえる。
20)大阪、下関・門司、長崎の状況については、拙稿「H露戦争と大阪木材市場」2009
年、『大阪学院大学国際学論集』第20巻第2号、「日露戦争期におけるド関・門司木
材業の展開」2009年、『大阪学院大学国際学論集』第20巻第1号、前掲「日露戦争
と長崎における木材業の展開Jを参照。
75
